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現」，「自己感覚受容」，「自己感覚行動」の 5 因子構造，全 21 項目からな


























逆に DFM が低いことが分かった。研究 6 において自我同一性との関連
性を検討した結果，自我同一性が発達している個人ほど DFM が高く，
とくに社会の中で自分自身が位置づけられているという感覚が強い個人





的な視点から DFM の影響を検討することであった。研究 8 において心








































の項目を再検討すること，という 3 点が考えられる。  
 
 
